
解答例 

 

問１． 

(1) lim
𝑥→0

sin(sin 𝑥)

sin 𝑥
 

三角関数の極値問題。lim
𝑥→0

sin 𝑥

x
= 1 の性質を利用。sin 𝑥 = 𝑧に置き換えれば、 

lim
𝑥→0

sin(sin 𝑥)

sin 𝑥
= lim

𝑧→0

sin(𝑧)

z
= 1 

 

(2) lim
𝑥→∞

3x−5

6𝑥−1
 

分子分母を最高次の項xで割って求める。 

lim
𝑥→∞

3x − 5

6𝑥 − 1
= lim

𝑥→∞

3 −
5
𝑥

6 −
1
𝑥

=
1

2
 

(3) lim
𝑥→0

e2𝑥−1

𝑥
 

𝑥 = 0でテイラー展開を利用。 

𝑒2𝑥 − 1 = 2𝑥 + 2𝑥2 + ⋯ 

従い、 

lim
𝑥→0

e2𝑥 − 1

𝑥
= lim

𝑥→0
(2 + 2𝑥 + ⋯ ) = 2 

 

出題意図：微分に関する知識（３問各自,三角関数,変換, テイラー展開）を確かめる。 

 

問２． 

1. ∫
2𝑥+3

𝑥2+2𝑥+1

3

1
𝑑𝑥 = ∫

2(x+1)+1

(𝑥+1)2

3

1
𝑑𝑥 = ∫

2

𝑥+1

3

1
𝑑𝑥 + ∫

1

(𝑥+1)2

3

1
𝑑𝑥 = 2 log 2 +

1

4
 

2. 𝑥2 + 𝑦2 ≤ 1 

 

出題意図：積分に関する基礎知識を確かめる。 

 

 

 



問３．ラグランジュの未定乗数法を用いる。 

ℒ(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝜆) = 2(𝑥𝑦 + 2𝑦𝑧 + 𝑧𝑥) − 𝜆(𝑥 + 𝑦 + 𝑧 − 18) 

それぞれの偏微分を通して、下記の連立方程式を解く。 

2(𝑦 + 𝑧) = 𝜆 

2(𝑥 + 2𝑧) = 𝜆 

2(2𝑦 + 𝑥) = 𝜆 

𝑥 + 𝑦 + 𝑧 = 18 

(1)と(2)により、𝑥 + 2𝑧 − 𝑦 − 𝑧 = 0 -> 𝑦 = 𝑥 + 𝑧, さらに(4)式により𝒚 = 𝟗．     

  𝑥 + 𝑧 = 9,また (2),(3)により 2z = 18, よって、𝒛 = 𝟗, 𝒙 = 𝟎. 

 

出題意図：ラグランジュの未定乗数法の活用、極大値（本問題では最大値でもある）の求

め方の理解を確かめる。 

 

問４．  

１．det(𝐴) = 250 ≠ 0のため、正則行列。 

２．𝐴 − 𝜆𝐼 = (
15 − 𝜆 10

5 20 − 𝜆
) 、固有値を計算すると、𝜆2 − 35𝜆 + 250 = 0,よって𝜆1 = 10,

 𝜆2 = 25. 

固有ベクトルは𝜆1 = 10の時、(
15 − 10 10

5 20 − 10
) (

𝑥
𝑦) = (

0
0

) 、  

計算すると固有ベクトル𝑣1 = (
−2
1

)の定数倍。同じく、𝜆1 = 25の時、𝑣2 = (
1
1

)の定数倍 

３．𝐴2 = 𝑃Λ2𝑃−1を利用。𝑃 = (
−2 1
1 1

)  →  𝑃−1 =
1

det(𝑃)
∙ adj(𝑃) = −

1

3
(

−1 1
1 2

). 

𝐴2 = (
−2 1
1 1

) (
10 0
0 25

)
2

(
−

1

3

1

3
1

3

2

3

) = (
−200 625
100 625

) (
−

1

3

1

3
1

3

2

3

)

= (

200 + 625

3

−200 + 1250

3
−100 + 625

3
−

100 + 1250

3

) = (
275 350
175 450

) 

 

出題意図：正則行列の判定方法、固有値および固有ベクトルの求め方、固有値、固有ベク

トルを用いた𝐴N = 𝑃ΛN𝑃−1の活用などに関する知識を確かめる。 

 



問５． 

１．|𝐴| = √22 + 22 + 12 = 3． 同じく、|𝐵⃗⃗| = √6, |𝐶| = 7 

２．𝑑(𝐴, 𝐵⃗⃗) = ∑ |𝐴𝑖 − 𝐵⃗⃗𝑖|
3
𝑖=1 = √3, 同じく𝑑(𝐴, 𝐶) = √26, 𝑑(𝐵⃗⃗, 𝐶) = √21. 𝑑(𝐴, 𝐵⃗⃗)が一番小

さい。 

３．cos(𝐴, 𝐵⃗⃗) =
𝐴⃗𝐵⃗⃗

|𝐴⃗||𝐵⃗⃗|
=

2

√6
．同じく、cos(𝐴, 𝐶) =

16

21
, cos(𝐵⃗⃗, 𝐶) =

17

7√6
. cos(𝐵⃗⃗, 𝐶)が一番高い。 

 

出題意図：ベクトル演算（ノルム、ユークリッド距離、コサイン類似度）に関する理解を

確かめる。 

 

問６． 

１．𝑥 → +∞の場合、𝑎 = −1の時、分子が1になり、収束, 𝑎 < −1でも、分子は0に収束す

る。𝑎 ∈ (−∞, −1]. 

２．𝑥 → +0の場合、分子𝑒(𝑎+1)𝑥 → 1になるので、𝑎に依存せず。よって、𝑎 ∈ ℝ. 

 

出題意図：関数の収束、発散に関する理解を確かめる。 


